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出力化を図りながら低損失化を実現しなければならない．
また，モータのロータには強度面の課題もあるため電磁設
計と強度設計の最適化がキーとなる．
次に，潤滑油を用いないオイルフリー軸受の一つに，装
置の小型化・軽量化を可能とするガス軸受がある．特に，
動圧式ガス軸受は，外部からの加圧も不要であり，回転に
より生じるガス膜の力のみで回転体を支持することができ
る．オイルフリー化により油交換が不要となるだけでなく，回転中は非接触で回転体を支持することから長寿命化を図ることができる．また，高速モータを駆動するインバータは，高速回転させるためにスイッチング周波数を高くする必要がある．スイッチング損失およびノイズが増加することから，対策としてインバータの低損失化，さらに小型化・軽量化が求められる．2. 1は，
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P = KD2Ln    ………………………………… ( 1 )

K：出力係数
D：ロータ外径
L：ロータ長さ
n：回転速度
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損を含む）89.5％，出力密度として 20 kW/l（電磁部品の
み）を達成した ( 2 ) ．現在は，さらなる高出力密度化を図
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となる．同じ耐電圧を実現するドリフト層厚を 1/10 程度
にできるため，導通抵抗が抑えられ，Si パワーデバイス
では不可能であった 1 200 V 以上の高耐電圧 MOSFET

が可能となっている．
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